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ヘッドライン　資源探査の化学
　現代社会の活動は，原油などのエネルギー源，スマートフォンなどの電子機器，健康を維
持増進させるための医薬品など，様々なモノに支えられている。これらのモノをつくるため
の原料は，地球の様々な場所に様々な形態で存在しているが，その種類や量は特定の国や地
域に偏在することが多いため，資源探査の国際競争が拡大している。特に，資源を海外に強
く依存している日本では，資源リサイクル技術の確立も，資源探査の一つと考えられる。本
ヘッドラインでは，このような資源探索に関する現状と今後について，化石資源，生物資
源，レアメタルなどの金属資源に着目し，化学的な視点から平易に解説する。
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次号予告　　65 巻 2 号 ヘッドライン：Green & Sustainable Chemistryの新しい概念と普及・教育 

　慶應義塾大学日吉キャンパスは 1934 年に開設され，現在もほとんどの学部の低
学年学生が勉学や学生生活にいそしみ，友人と語らう場です。2009 年 3 月には創
立 150 年記念事業の一環として，「第 4校舎独立館」が銀杏並木入口すぐ近くに建
設されました。大小の教室に加え「日吉コミュニケーション・ラウンジ」が設置さ
れ，学生や留学生，教職員の交流を促進する場となっています。2012 年 3 月には
日本化学会第 92 春季年会の会場として活躍しました。今年 3月の第 97 春季年会で
も，多数のご来場をお待ちしています。

表紙の言葉　慶應義塾大学日吉キャンパス 第 4校舎独立館


